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鹿児島県
人口 154万人
離島数 605島
うち有人離島 26島
全国最多の約15万人（人口の約10%）が
離島で生活を営んでいる。

奄美大島（約6万人）
種子島（約2万8000人）
徳之島（約2万2000人）
沖永良部島（約1万2000人）
屋久島（約1万2000人）
十島村（60〜150人規模 7島で構成）

鹿児島県の特徴
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1. 県拠点病院

鹿児島大学病院 肝疾患相談センター

2. 専門医療機関 14医療機関

（鹿児島市）

（南薩）

（川薩）
（出水）
（姶良・伊佐）
（肝属）

（熊毛）
（大島）

3. かかりつけ医療機関

県下約350医療機関

鹿児島市立病院
鹿児島医療センター
鹿児島厚生連病院
南風病院
天陽会中央病院
指宿医療センター
県立薩南病院
済生会川内病院
出水総合医療センター
霧島市立医師会医療センター
池田病院
肝属郡医師会立病院
種子島医療センター
県立大島病院

鹿児島県肝疾患診療連携ネットワーク

鹿児島県
二次保健医療圏
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鹿児島県における肝がん重度肝硬変治療研究促進事業

認定者数

R5年
肝がん（B型）：新規7名，更新8名
肝がん（C型）：新規6名，更新6名
併発 （B型）：新規0名，更新1名
併発 （C型）：新規0名，更新0名 
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(千円) 医療費助成額

指定医療機関：３０機関（令和６年６月１９日時点）

○4→3月目
通院治療も可
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Kagoshima University Hospital Liver Disease Consultation Center

看護師 28%

医師 14%

事務・医療事務 13%

保健師 10%

栄 養士（管理 栄養士）8%

臨床検査技師・診療放射線技師 7%

薬剤師 4%

MR 3%

社会福祉士・介護職3%

その他10%

鹿児島県肝炎医療コーディネーター 内訳

令和6年4月1日付全数：267名
令和6年4月1日付

＜鹿児島県の肝炎医療コーディネーターの実態＞

・ 新規養成者数：延べ519名 （令和6年度活動可能な肝炎医療コーディネーターは267名）

・ 鹿児島医療圏が最も多く、次いで奄美医療圏となっている。

・ 医療従事者以外に一般（肝炎患者）も肝COの認定が可能であり、研修会においては工夫が必要である。

鹿児島県における肝炎医療コーディネーターについて
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開催年度 研修会名 内容（プログラム）

H30 肝炎医療コーディネーター養成講座 （現地）
・講義（制度・ウイルス性肝炎・AIH・肝がん）
・アンサーパッドを使用した講義内容テスト

R1 肝炎医療コーディネーター養成講座 （現地）
・講義（制度・肝炎、肝硬変、肝がん・患者講義）
・講演（他県のコーディネーター活動事例）

R2 肝炎医療コーディネーター養成講座 （WEBのみ） ・講義（制度・生活習慣と肝疾患・肝炎・他施設取組）

R3 肝炎医療コーディネーター養成講座 （ハイブリッド）
・講義（制度・肝炎・肝硬変・肝がん・患者講義）
・肝COの活動発表

R4
肝炎医療コーディネーター研修会 （ハイブリッド） ・講義+講演（肝CO活動報告）

肝炎医療コーディネーター養成講座 （ハイブリッド）
・講義（制度・肝疾患講義）
・グループワーク（事例検討）

R5
肝炎医療コーディネーター研修会 （WEBのみ）

・講義（制度・肝疾患講義）
・WEB広場（リブ ル広場）

肝炎医療コーディネーター養成講座 （ハイブリッド） ・講義（制度・肝疾患講義）

R6
肝炎医療コーディネーター研修会 （現地）

・講義（制度・肝疾患講義）
・グループワーク（事例検討）

肝炎医療コーディネーター養成講座 （ハイブリッド） ～企画中～

Kagoshima University Hospital Liver Disease Consultation Center

＜令和4年度より＞
『肝炎医療コーディネーター
研修会』が加わり、年2回肝CO
養成が可能になった

鹿児島県における肝炎医療コーディネーター養成講座



＜平成30年 研修会資料＞

＜令和6年 研修会資料＞

※具体的な例を提示して説明が行われた。
※ポイントを絞ったスライドにより、

要件の確認が見やすく、好評であった。

研修会での制度説明の変化～鹿児島県担当者の工夫～

Kagoshima University Hospital Liver Disease Consultation Center
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初回：平成23年度（11月・2月の2回開催）

★参加者： 計74名
  第1回： 20名（看護師11名、保健師9名）
  第2回： 54名（看護師19名、保健師34名、他1名）

★プログラム（9時00分～15時15分）
  講義１： 『C型肝炎の診断と治療』 （40分）
  講義２： 『B型肝炎の診断と治療』 （40分）
  講義３： 『脂肪肝の診断と治療』 （40分）
  講義４： 『肝硬変の診断と治療』 （40分）
  講義５： 『肝臓癌の診断と内科的治療』 （20分）
  講義６： 『肝臓癌の外科的治療』 （20分）
  講義７： 『公的助成制度（肝炎治療費助成事業）』 （20分）

知識を持った肝COが受検・受診・受療勧奨領域で
活躍できるように養成講座が開始された。

鹿児島県における肝炎医療コーディネーターについて



講義だけではなく、事例を通したグループワークで
制度利用について理解を深める機会を設定した！

グループワーク（事例検討）

Kagoshima University Hospital Liver Disease Consultation Center



鹿児島大学病院
（拠点病院）

専門医に気軽に相談できる、交流の場

オンライン広場_ リブ ル広場

Kagoshima University Hospital Liver Disease Consultation Center



第12回リブ ル広場
日 時：9月19日（火）15時半より
参加者：10名（医療機関肝CO6名 一般肝CO１名 スタッフ3名）
話 題：医療費助成制度の案内について聞いてみよう！

内 容
＊医療機関スタッフ 看護師CO
・検査の助成制度についてご質問 県担当者より回答
肝炎ウイルス検査に関して、初回精密検査や定期検査に対する助成
制度について、申請方法や問い合わせ先などを説明いただいた。

＊医療機関 臨床検査技師CO・事務CO
・もう少し、患者の助成状況を把握し利用を勧めていきたい。
・肝炎の医療費助成制度としては、書類上の案内を対応している。
・外来化学療法患者は、肝炎ウイルス検査を行っているため拾い上げ
しやすい。

*県担当者より
・肝がんの治療をしている患者さんへは、制度利用状況についても確認
し、該当する場合は使ってほしい。

・医療費助成制度等諸手続きについては、県のホームページを参考に
していただきたい。

・治療が終わった方も検査費用の助成対象となる。

オンライン広場_ リブ ル広場



肝がん・重度肝硬変治療費助成制度利用院内連携

入院患者 外来患者

メディカルクラーク

主治医 主治医

医務課

肝疾患相談センター

化学療法室

医療記録依頼

鹿児島県感染症対策課

対象患者照会

対象患者照会対象患者照会

対象患者照会

連
携

＜主治医＞
・医学的要件の確認、対象患者のスクリーニング

＜外来化学療法室＞
・外来初回投与の患者カンファレンス時に、B・C型肝炎由

来の肝癌治療患者についてスクリーニングを行い、患者
照会を行う。
（※抗がん剤の初回投与は入院で行うため、外来初回投
与は2月目に当たることが多い。）

＜メディカルクラーク＞
・入院患者情報から、B・C型肝炎由来の肝癌治療患者に

ついて、これまでの入院履歴と高額療養費算定履歴につ
いて確認。

・対象患者については、申請方法の説明、医療記録につ
いては医務課へ依頼を行う。

＜肝疾患相談センター＞

・患者照会を受けた場合は、要件確認を行い、該当時に
申請について説明を行う。
・制度に関する問い合わせ等を県担当者と連携して対応。鹿児島県肝疾患診療連携拠点病院 院内連携フロー図

地域連携室



肝がん・重度肝硬変治療費助成制度利用促進にむけて

・対象患者の拾い上げ
肝炎医療コーディネーター、多職種連携

・肝炎医療コーディネーター養成
制度の説明、グループワークを用いて理解の向上

・オンライン広場・季刊誌を用いた周知活動

Kagoshima University Hospital Liver Disease Consultation Center
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